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令
和
元
年
十
月
十
七
日
、
上
板
町
防
犯
推
進
委
員

協
議
会
高
瀬
分
会
の
新
見
正
之
氏
が
防
犯
栄
誉
銀
賞

を
、
同
じ
く
高
瀬
分
会
の
堂
本
家
正
氏
が
防
犯
栄
誉

銅
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
両
氏
は
防
犯
推
進
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
地

域
安
全
活
動
に
努
め
ら
れ
、
犯
罪
の
予
防
及
び
少
年

の
非
行
防
止
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
栄
え
あ
る
受
賞
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

防
犯
栄
誉
賞
受
賞

銀
賞

　新

　見

　正

　之
　氏

銅
賞

　堂

　本 

　家

　正
　氏

　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
第
三
十
九
回
上

板
町
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
九
月
十
八

日（
水
）わ
か
ば
パ
ー
ク
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
内
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

第
三
位

福
原
　信
幸
　　上
管
　茂
夫 

今
柴
　恭
子
　　坂
東
須
美
子

豊
村
　房
子
　
　
　
　
　チ
ー
ム

準
優
勝

坂
東
　弘
之
　　福
原
ハ
ナ
子 

吉
本
　
　清
　　前
田
　和
子

安
芸
　文
子
　
　
　
　
　チ
ー
ム

切
原
　義
則
　　切
原
　正
利

増
田
　君
代
　　沢
田
　智
恵

村
上
　文
子
　
　
　
　
　チ
ー
ム

優
　勝

第
39
回
上
板
町
親
睦

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
39
回
上
板
町
親
睦

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

令
和
元
年
度

　交通
安
全
功
労
者
表
彰

第
七
十
四
回
徳
島
県
美
術
展（
県
展
）入
賞

井

　上

　安

　次
　氏

　
令
和
元
年
九
月
二
十
二
日
、
第
七
十

四
回
徳
島
県
美
術
展
（
県
展
）
美
術
工

芸
部
門
の
入
賞
・
入
選
作
品
が
決
定
し
、

丸
居
哲
雄
氏
（
神
宅
）
の
「
寄
せ
張
り
」

が
「
準
特
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
丸
井
氏
は
毎
年
出
品
を
重
ね
、
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
今
回
で
念
願

の
六
度
目
の
入
賞
（
特
選
二
回
・
準
特

選
四
回
）
と
な
り
、
次
回
か
ら
の
出
品

作
品
は
そ
の
功
績
か
ら
規
定
に
よ
り
、

無
鑑
査
で
展
示
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
入
賞
、
心
よ
り
お
祝
い
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

丸

　居

　哲

　雄
　氏

　
令
和
元
年
九
月
十
一
日
、
板
野
交
通

安
全
協
会
上
板
分
会
の
井
上
安
次
会
長

が
、
令
和
元
年
度
交
通
安
全
功
労
者
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
井
上
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
交
通
安

全
活
動
に
努
め
ら
れ
、
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
受
賞

を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
上
板
町
の
職
員
と
し
て
働
け
る

こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
住
民

の
皆
様
に
と
っ
て
、
上
板
町
が
よ
り
住
み
や

す
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
と
な
る
よ
う
に
、
職

員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
精
一
杯
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
規
採
用
職
員

福
祉
保
健
課　
角
　
瀬
　
颯
　
汰

　

十
月
一
日
に
、
小

田
大
空
さ
ん
（
大
阪

府
よ
り
移
住
）
が
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

藍
を
通
じ
て
の
地
域
お
こ
し
を
し
て
お

り
、
現
在
は
葉
藍
の
栽
培
・
す
く
も
づ
く

り
の
研
修
や
技
の
館
で
の
藍
染
体
験
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
方
は
気
軽
に
声
を
か
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
着
任

小
　
田
　
大
　
空

（
九
月
八
日
付
異
動
者
）（　

）
内
旧
任

総　

務　

課　
　

主　

事　
　

平　

田　

純　

一
（
産
業
課
主
事
）

（
十
月
一
日
付
異
動
者
）（　

）
内
旧
任

福
祉
保
健
課　
　

主
事
補　
　

角　

瀬　

颯　

汰
（
新
規
採
用
）

産　

業　

課　
　

主　

事　
　

今　

川　

真　

実
（
税
務
課
主
事
）

人
事
異
動

　

私
た
ち
は
、
令
和
元
年
第
一
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
及
び
副
議
長
に

当
選
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
生
懸
命
上
板
町
の
活
性
化
と
、
住
民
福
祉
の

充
実
に
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議
　
長
　
鈴
　
木
　
幸
　
三

　

私
た
ち
は
、
議
長
及
び
副
議
長
の
要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
、
明
る
い

町
政
の
確
立
と
円
滑
な
議
会
運
営
を
心
が
け
て
参
り
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
職
責
を
果
た
し
得
る
こ
と
が
で
き
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
政
発
展
の
た
め
微
力

な
が
ら
、
努
力
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

前
議
長
　
吉
　
岡
　
　
　
薫
　
　
前
副
議
長
　
鈴
　
木
　
幸
　
三

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

常
任
委
員
会
・

特
別
委
員
会
委
員

◎
は
委
員
長
、
〇
は
副
委
員
長

総
務
常
任
委
員
会
（
６
名
）

◎
本
淨　

敏
之　

〇
岩
野　

角
雄

　

坂
東　

泰
幸　
　

前
田　

忠
道

　

柏
木
美
治
代　
　

安
田　

孝
子

厚
生
常
任
委
員
会
（
５
名
）

◎
安
田　

孝
子　

〇
乾　
　
　

崇

　

鈴
木　

幸
三　
　

本
淨　

敏
之

　

吉
岡　
　

薫

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
５
名
）

◎
村
上　

浩
一　

〇
富
永　

志
郎

　

岩
野　

角
雄　
　

青
山　

紘
一

　

多
富
佐
智
子

議
会
運
営
委
員
会
（
６
名
）

◎
吉
岡　
　

薫　

〇
富
永　

志
郎

　

前
田　

忠
道　
　

柏
木
美
治
代

　

安
田　

孝
子　
　

乾　
　
　

崇

議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
６
名
）

◎
多
富
佐
智
子　

〇
本
淨　

敏
之

　

坂
東　

泰
幸　
　

青
山　

紘
一

　

柏
木
美
治
代　
　

吉
岡　
　

薫

防
災
対
策
特
別
委
員
会
（
６
名
）

◎
前
田　

忠
道　

〇
安
田　

孝
子

　

富
永　

志
郎　
　

岩
野　

角
雄

　

村
上　

浩
一　
　

乾　
　
　

崇

（
学
識
経
験
）

　

森　
　
　

清

（
議
会
選
出
）

　

村
上　

浩
一

監
査
委
員

板
野
西
部
消
防
組
合
議
会

　

鈴
木　

幸
三　
　

坂
東　

泰
幸

　

前
田　

忠
道　
　

村
上　

浩
一

　

乾　
　
　

崇

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会

　

鈴
木　

幸
三　
　

坂
東　

泰
幸

阿
北
環
境
整
備
組
合
議
会

　

鈴
木　

幸
三

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会

　

坂
東　

泰
幸

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会

　

鈴
木　

幸
三　
　

坂
東　

泰
幸

一
部
事
務
組
合

議
会
議
員

上
板
町
議
会
だ
よ
り

　

上
板
町
議
会
臨
時
会
が
十
月
十
日
に
開
会
し
、
議
長
に
鈴
木
幸
三
氏
、
副

議
長
に
坂
東
泰
幸
氏
が
選
任
さ
れ
、
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委
員
会
委
員
、

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
等
が
、
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
同
意
の
審
議
の
結
果
、
学
識

経
験
者
に
森
清
氏
、
議
会
選
出
委
員
に
村
上
浩
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
議
長
　
坂
　
東
　
泰
　
幸
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中央公民館　第３会議室（和室）
17日（日）　受付８：50～
囲碁大会

令和元年度 令和元年11月16日（土）
17日（日）

上板町中央公民館
農村環境改善センター

開会式　11月16日（土）　9：00～　中央公民館大会議室

ジャパンブルー上板

うどん販売
11月16日（土）・17日（日）

11：00～15：00
上板町役場前

上板町商工会青年部

柿の種
吹き飛ばし大会
11月17日（日）　10：00～
中央公民館　大会議室

上板町文化祭上板町文化祭上板町文化祭

●中央公民館　第１会議室
　上板町短歌講座
　上板町俳句講座
　上板町老人福祉センター講座
　上板町身体障害者会
　上板町ボランティア協議会 

●試食室
　上板町食生活改善推進協議会 

●大会議室
　神宅小学校
　東光小学校
　松島小学校
　高志小学校
　上板中学校

16日（土）　9：30～16：00　　17日（日）　9：00～15：00
展示の部

●農村環境改善センター
　２階アリーナ
　あおばの郷･プレジールあおば
　アトリエいちょう
　いちょう家族会
　上板町華道連盟
　上板町ペン習字講座 
　上板町更生保護女性会
　上板町公民館書道講座
　上板町消費者協会
　上板町手まり講座
　上板町薬草協会  
　上板町フラワーデザイン押し花教室
　さくら親の会
　上板町和風書道教室
　子育ていちょう会
　つるしかざり教室 
　ジャパンブルー上板
　メンタルヘルスボランティア
　「たんぽぽ」
　税の作文
　選挙ポスター

●企画会議室
　上板町藍染研究会  

藍 染 体 験
農村環境改善センター１階

藍染室

中央公民館　大会議室
16日（土）　10：00～
芸能大会

上板町永扇会 
上板町民謡教室 
上板町神宅芸能部 
上板町消費者協会 
上板町童謡を歌おう 
上板町老人会芸能部 
上板町カラオケ三鳥会 
上板町カラオケ連合会
上板町雁音流寿美歌会 
上板町あじさいコーラス 
吟道瑞祥流上板支部連合 
上板町公民館日本舞踊講座 
上板町食生活改善推進協議会 
上板町ファミリークラブ太極拳 
乃木流吟剣詩舞道徳島県本部上板支部 

農村環境改善センター１階
17日（日）　11：00～13：00
バザー

上板町更生保護女性会  
子育てボランティア  
上板町母子福祉会  
上板町ライオンズクラブ  
上板町民生児童委員協議会  
アトリエいちょう いちょう家族会  
メンタルヘルスボランティア 
「たんぽぽ」 

2019（令和元）年　11　月　1　日　●　4



　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」

と
し
て
、十
一
月
三
十
日
（
い
い
み
ら
い
）
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強

化

週

間

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
が
平
成
三
十
一
年
四
月
十
七
日
に
公
布
さ
れ
、

令
和
元
年
十
一
月
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
社
会
に
お
い
て
旧
姓
を
使
用
し

な
が
ら
活
動
す
る
女
性
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、

様
々
な
活
動
の
場
面
で
旧
姓
を
使
用
し
や
す
く
す
る

と
い
う
女
性
活
躍
推
進
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
累

次
に
わ
た
り
閣
議
決
定
さ
れ
て
き
た
住
民
票
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
へ
の
旧
氏
（
き
ゅ
う
う
じ
）
の

記
載
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
記
載
で
き
る
旧
氏
は
一
人
一
つ
だ
け
で
す
。

※
旧
氏
と
は

　
そ
の
人
の
過
去
の
戸
籍
上
の
氏
の
こ
と
で
す
。

氏
は
そ
の
人
に
係
る
戸
籍
、
ま
た
は
除
か
れ
た
戸

籍
に
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
旧
氏
を
併
記
す
る
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
記
載
を
希
望
す
る
旧
氏
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本

等
か
ら
現
在
の
氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
に
至

る
全
て
の
戸
籍
謄
本
等

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

・
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類

○
手
続
き
す
る
と
こ
ろ

　

住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村

上
板
町
役
場
　住
民
人
権
課
　☎
六
九
四

−

六
八
〇
九

お
問
い
合
わ
せ

住
民
票
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
へ
の
旧
氏

（
旧
姓
）併
記
に
つ
い
て

　
徳
島
北
年
金
事
務
所
　
　
　
　
☎
〇
八
八

−

六
五
五

−

〇
二
〇
〇

　
上
板
町
役
場
　
住
民
人
権
課
　
☎
六
九
四

−

六
八
〇
九

お
問
い
合
わ
せ

　

徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
・
相
談
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

■
電
話
番
号　

〇
五
七
〇（
〇
七
〇
）八
一
〇
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
　
※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
御
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
実
施
期
間　

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
二
十
四
日（
日
）ま
で
（
七
日
間
）

　
　
　
　
　
　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
七
時
ま
で

　
　
　
　
　
　

※
た
だ
し
、土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

■
開
設
場
所　

徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」
で
す
！

■
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
⃝
開
会
行
事

　
　
主
催
者
あ
い
さ
つ

　
　
来
賓
あ
い
さ
つ
等

　
⃝
記
念
講
演

　
　
演
題

　
　「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
！

　
　
　
　
　
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
人
権
が
」

　
　
〜
身
近
な
人
権
へ
の
気
づ
き
と
実
行
〜

　
　
講
師
　
春
　
川
　
政
　
信
　
氏

　
⃝
人
権
意
見
発
表
（
上
板
中
学
校
）

　
⃝
コ
ー
ラ
ス
（
あ
じ
さ
い
コ
ー
ラ
ス
）

　
⃝
人
権
学
習
発
表
（
高
志
小
学
校
一
年
生
）

　
⃝
閉
会

■
人
権
啓
発
作
品
展

　
町
内
幼
稚
園
児
・
小
学
校
児
童
・

　
中
学
校
生
徒
の
作
品
の
展
示

■
主
催

　
上
板
町
・
上
板
町
教
育
委
員
会
・

　
上
板
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　　
上
板
町
役
場
　
住
民
人
権
課

　
☎
六
九
四

−

六
八
〇
九

日
時

　
十
二
月
八
日（
日
）

　
　
十
三
時
三
十
分
〜

場
所

　
上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
入
場
無
料

　
（
当
日
は
手
話
通
訳・要
約
筆
記
を
行
い
ま
す
。）

～人権尊重のまちづくりをめざして～
上板町人権フェスティバルの開催について上板町人権フェスティバルの開催について

お
問
い
合
わ
せ
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　避
難
所
で
の
生
活
を
想
像
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
普
段
と
は
違
っ
た
環
境
で
生
活
す

る
こ
と
は
、
心
身
へ
の
ス
ト
レ
ス
も
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
よ
り
快
適
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
訓
練
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

9：00～12：00ごろ（予定）

●主催　上板町自主防災組織連絡協議会
●共催　上板町役場　企画防災課　　

●お問い合わせ
　事務局（企画防災課）　☎694－6824

上
板
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

避
難
所
運
営
訓
練

11月17日（日）日時

雨天
決行・駐車場は運動場をご利用ください。

・シャトルバス運行　①ローソン瀬部店　北西
　　　　　　　　　②ＪＡ板野郡　佐藤塚作業所
　　　　　　　　　　それぞれ2回運行（8：15～，8：45～）

高志小学校　体育館場所

を
行
い
ま
す
！

当日の主な流れ

　9：00　訓練開始・受付
　9：30　オリエンテーション（流れの説明）
10：00　避難所運営訓練
　　　　・生活スペースを確保しよう
　　　　・実際に寝て普段との違いを体験しよう
11：30　片付け
11：45　全体ふりかえり
12：00　物資配給訓練

避
難
所
運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
！

（その他展示など）
　・ハザードマップ　　・被害想定図　・防災グッズ展示
　・トイレ問題を考えるコーナー　　　・要約筆記　　　　など

消防団６分団詰所消防団６分団詰所

①①

②②

■
開
催
目
的

　
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
を
開
催
す
る
事
に
よ
り
、

周
辺
地
域
を
含
め
た
地
域
社
会
全
体
の
中
で
、
福

祉
の
向
上
や
人
権
啓
発
の
住
民
交
流
の
拠
点
と
な

る
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て

発
展
し
て
い
く
事
、
ま
た 

隣
保
館
活
動
の
活
性

化
と
地
域
交
流
の
促
進
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

♥
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

　

血
圧
測
定
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
体
調
面

で
心
配
な
事
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
…
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

時
間
　
十
時
〜
十
二
時
ま
で

■
主
な
行
事

☆ 

十
時
〜
十
三
時
ま
で

 ⃝

お
餅
の
配
布
　
無
料

 ⃝

緑
化
推
進
運
動
用
花
苗
配
布
　
無
料

☆ 

十
一
時
〜
十
三
時
ま
で

 ⃝

女
性
の
会
に
よ
る「
う
ど
ん
」の
試
食
コ
ー
ナ
ー
　無
料

 ⃝

「
た
こ
焼
き
」
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
　
無
料

　
※
各
先
着
二
〇
〇
名
様 

但
し
、
時
間
内
で
も

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

★ 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
は

　
上
板
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
六
九
四

−

三
〇
二
〇
〈
雨
天
決
行
〉

日
時
　
令
和
元
年
十
一
月
二
十
三
日（
土
）

　
　
九
時
〜
十
五
時

場
所
　
上
板
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
作
品
展　
九
時
〜
十
五
時

吊
し
飾
り
・
生
け
花
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
書
道
教
室
・
古

典
講
座

ふれあい祭りふれあい祭り上板町文化センター　ふれあい祭り 来てね♫

十
一
月
九
日
（
土
）　
小
雨
決
行

■
集
合
場
所

　

上
板
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　

受　
　

付　

午
前
八
時
～
八
時
三
十
分

　

開　
　

会　

午
前
八
時
三
十
分
～

　

ス
タ
ー
ト　

午
前
九
時

■
参
加
料

　

三
〇
〇
円
（
保
険
・
資
料
代
等
）
当
日
集
金

　

た
だ
し
、
中
学
生
ま
で
は
無
料

■
コ
ー
ス

　

山
道
一
〇
㎞
程
度　

約
六
時
間
（
予
定
）

　
（
出
発
）資
料
館
―
和
泉
寺
―
33
・
32
番（
観
音
）若
宮
端
―
善

光
寺
―
30
番
～
20
番（
観
音　
逆
順
）―
子
育
て
地
蔵
―
19
番

～
１
番（
観
音
）―
大
山
寺（
昼
食
）―
遍
路
道
―
大
山
町（
徳

島
自
動
車
道
側
道
）―
台
山
―
泉
谷
―
資
料
館（
解
散
）

■
参
加
対
象
者

　

上
記
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
健
康
な
方

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
付
き
添
い
で
の
参
加
の
み
受
付

　

※
山
歩
き
は
中
級
程
度

■
注
意
事
項

　

①
服
装
は
山
歩
き
に
適
し
た
も
の
を
着
用
く
だ
さ
い
。

　
　

※
赤
・
オ
レ
ン
ジ
・
黄
色
な
ど
の
派
手
な
色
を
推
奨

　

②
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

③
歩
行
中
の
喫
煙
は
厳
禁
で
す
。
火
気
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

④
環
境
美
化
に
留
意
し
、ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

⑤
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
、
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
参

加
を
取
り
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　

※
傷
害
保
険
に
は
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
傷
害
保
険
の
範

囲
内
及
び
応
急
処
置
以
外
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
。
あ

ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

⑥
昼
食
・
行
動
費
・
お
茶
な
ど
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

⑦
自
動
車
は
技
の
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

上
板
の
古
道
観
音
道
ウ
ォ
ー
ク

開
催
の
お
知
ら
せ

上
板
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
六
九
四

−

五
六
八
八

上板町立歴史民俗資料館　企画展だいどころ de 民俗学
期間　令和元年12月1日(日)～12月27日(金)

(開館スケジュール参照)

　

だ
い
ど
こ
ろ
で
使
用
さ
れ
て
き
た
民
具
や
「
食
」

に
関
わ
る
道
具
を
、
思
い
出
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
共
に
紹

介
し
ま
す
。
来
館
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
の
思
い

出
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
期
間
中
、｢

し
め
縄
飾
り
作
り
体
験｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。
材
料
の
ワ
ラ
が
無
く
な
り
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
体
験
を
ご
希
望
の
際
は
、

歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開館スケジュール
開館時間9：00〜16：30　入館料無料12月

日 月 火 水 木 金 土

１ ○ ２ ○ ３ ○ ４ ○ ５ ○ ６ ○ ７ ×
８ × ９ ○ 10○ 11○ 12○ 13○ 14×
15× 16○ 17○ 18○ 19○ 20○ 21○
22○ 23○ 24○ 25○ 26○ 27○ 28×
29× 30× 31×
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　避
難
所
で
の
生
活
を
想
像
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
普
段
と
は
違
っ
た
環
境
で
生
活
す

る
こ
と
は
、
心
身
へ
の
ス
ト
レ
ス
も
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
よ
り
快
適
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
訓
練
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

9：00～12：00ごろ（予定）

●主催　上板町自主防災組織連絡協議会
●共催　上板町役場　企画防災課　　

●お問い合わせ
　事務局（企画防災課）　☎694－6824

上
板
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

避
難
所
運
営
訓
練

11月17日（日）日時

雨天
決行・駐車場は運動場をご利用ください。

・シャトルバス運行　①ローソン瀬部店　北西
　　　　　　　　　②ＪＡ板野郡　佐藤塚作業所
　　　　　　　　　　それぞれ2回運行（8：15～，8：45～）

高志小学校　体育館場所

を
行
い
ま
す
！

当日の主な流れ

　9：00　訓練開始・受付
　9：30　オリエンテーション（流れの説明）
10：00　避難所運営訓練
　　　　・生活スペースを確保しよう
　　　　・実際に寝て普段との違いを体験しよう
11：30　片付け
11：45　全体ふりかえり
12：00　物資配給訓練

避
難
所
運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
！

（その他展示など）
　・ハザードマップ　　・被害想定図　・防災グッズ展示
　・トイレ問題を考えるコーナー　　　・要約筆記　　　　など

消防団６分団詰所消防団６分団詰所

①①

②②

自 衛 官 （ 学 生 ） 受 付 案 内
募集種目 資　　格 受付期間 試 験 日 そ　の　他

自衛官候補生
（男子） 18 ～ 33歳未満男子

（高校卒業見込を含む） 年間を通じて行っておりま
す。

11月 8 日㈮
12月14日㈯

試験会場
海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。（女子） 18 ～ 33歳未満女子

（高校卒業見込を含む）

陸上自衛隊高等工科
学 校 生 徒

男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

推薦　11月1日～11月29日
一般　11月1日～

令和2年1月6日

推薦　　　令和2年1月5・6日
一般 1 次　令和2年1月18日
一般 2 次　令和2年1月31日～

2月3日

試験会場　
海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）

（推薦のみ陸上自衛隊高等工科学校（横須賀））
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

お問い合わせ　　自衛隊鳴門地域事務所（☎ 088－685－5306）
　　　　　　　　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57

1
　
日
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日
（
日
）
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時
〜
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②　
航
空
機
地
上
展
示
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ー
）
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時
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車
場
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は
免
許
セ
ン
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徳
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駐
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場
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時
駐
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場
を
御
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用
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さ
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徳
島
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運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
は
ご
利

用
に
な
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
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③　
臨
時
駐
車
場
と
徳
島
航
空
基
地
の
間
で
、
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
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④　
詳
細
に
つ
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ま
し
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は
、
徳
島
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育
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空
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Ｈ
Ｐ
を
確
認
い
た
だ
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か
、
徳
島
教
育
航
空

群
広
報
室
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で
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〒
七
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育
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☎
〇
八
八

−

六
九
九

−

五
一
一
一�
内
線
　三
二
三
四

お
問
い
合
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徳
島
航
空
基
地
開
隊

６１
周
年
記
念
行
事

基
地
一
般
公
開

基
地
一
般
公
開
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　認知症等により外出後に行方がわからなくなるおそれのある高齢者等の早期発見、保護を
目的として「見守りシール」の配布を開始します！

　スマートフォン等で読みとることができるＱＲコード付きのシールで、対象者
の衣類や持ち物に貼り付けるものです。

高齢者等見守りシール交付事業

見守りシールとは

　町内に住所を有する在宅の高齢者又は初老期における認知症と診断された人で、外出後行方がわからなくなる
おそれがある人（介護者及び家族からの申請により配布します。）

見守りシールの交付対象者

　耐洗コードラベル30枚（アイロンで圧着します。衣服や持ち物への貼付用）蓄光シール10枚（夜道や暗い場
所で発光します。靴や杖などへの貼付用）

見守りシール交付枚数（対象者１人あたり 40枚）

　費用は、無料です（見守りシールの追加交付を希望する方は実費を負担いただきます。）

費用

　上板町見守りシール交付事業利用［新規・変更］申請書に必要事項をご記入の上、福祉保健課窓口にお申込み
ください。

申込方法

　道に迷うなど、お困りの様子の高齢者を見かけたら、優しく声をかけてください。またお困りの高齢者の衣服
や持ち物に見守りシールが貼り付けられていないか確認し、身につけている場合はＱＲコードを読みとってくだ
さい。読みとると保護者（介護者）に発見の情報が伝達されます。保護者（介護者）と伝言板を通じ、情報交換を行っ
てください。できる限り家族が来るまで付き添っていただくか、近くの交番まで連れていってください。ＱＲコー
ドの読みとりができない場合は、シールに記載されている登録番号を福祉保健課へお伝えください。また必要に
応じて、警察や消防（救急車要請）などへ通報してください。

見守りシールを貼った高齢者等を発見したらご協力をお願いします

● お問い合わせ ●　　上板町役場　福祉保健課　　☎６９４－６８１０

高齢者等見守りシール交付事業
シール見本

何かお困りの様子…
衣服のQRコードに
アクセスしてみよう

おばあちゃんが
みつかった！

者
見
発

族
家
ご

素早く連絡が取れる！

※QRコードは株式会社デンソーウェーブ
　の登録商標です　

〞発見～保護～ご帰宅〞 まで安心、安全、迅速に
大変！おばあちゃんが
いなくなった！

見
発
見
発

洋服等に専用の
QRコードラベルを
貼付けておく

この画面は保護者と
発見者のみが

見ることができます
24時間365日

QRコードを読み取ると伝言板が表示され、ご本人情報の確認が可能。同時にご家族へ発見通知をメール送信。発見者と伝言板で連絡を取ることができるシステムです

伝
言
板
に

ア
ク
セ
ス

個人情報は
表示されません

警察、消防等地域の
見守りに役立ちます

伝言板上でやりとりする
ため、氏名や住所、連絡先
の記載は不要。個人情報の
漏洩の心配はありません。

警察や消防での保護時、
QRコードラベル・シール
があることで、身元がすぐ
に判明。声かけのきっかけ
としても役立ちます。
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よっといDay!!

「とくしま在宅育児応援クーポン」

in 上板
★ クリスマス交流会 ★

自分でできるハンドケアと、
マニキュアのきれいな塗り方を教えてもらいましょう。

ほかにも楽しいことがいっぱい

板野東部ファミリー・サポート・センター

日　時：11月13日（水）　10：00～11：30
場　所：上板町中央公民館(役場)
　　　　２階第三会議室(和室)
講　師：中木御代先生（ネイリスト技能検定１級）　
持ち物：コットン、除光液、ハンドクリーム、マニキュア
対　象：ファミリー・サポート・センターの活動に関心
　　　　のある方
募　集：10名
教材費：100円 要申し込み

10月1日より開始しました、「とくしま在宅育児応援クーポン」事業の交付要件が変更になりました。

〇「とくしま在宅育児応援クーポン
　事業」とは
　在宅育児を行う家庭の心理的・経済的負担
感の軽減策として、0歳・1歳・2歳児を対象
に、気軽に子育て支援サービスを利用できる
クーポン券（年間15,000円）を交付します。

〇利用できるサービス
・一時預かり事業
・病児病後児保育事業
・ファミリーサポートセンター事業
・任意予防接種（インフルエンザ・ロタ・お
たふくかぜ）、フッ化物塗布
・ベビースイミング（アサンスポーツクラブ）

〇現在の受給資格者
①　０歳から２歳のお子さんを、保育所等に預けずに在宅で育
児している保護者（父母又は養父母）

②　保護者の市町村民税所得割合算額が169,000円未満の世帯
①②を両方満たす方

〇10月からの受給資格者
現在の受給資格者のうち、次の③④をともに満たす保護者は、
「とくしま在宅育児応援クーポン」の受給資格者でなくなりま
す。（10月から始まる「幼児教育・保育の無償化」制度により、
「一時預かり事業」、「病児保育事業」、「ファミリー・サポート・
センター事業」を月額4.2万円まで無償で利用できるようにな
ります。）
③　子どもの「保育が必要」と市町村から認定を受けている。
④　非課税世帯である。（子ども・子育て支援法第30条の４第３号）

事業について「とくしま在宅育児応援クーポン」

自宅でできるネイルから、
ハンドケアまで

よっといDay!!
女子力
アップ!

板野東部ファミリー・サポート・センター
☎088－693－3033

日　　時：12月7日(土)　10：00～　　
場　　所：藍住町勤労女性センター１F和室
募集人数：先着１００名（親子で参加してください）
対　　象：板野郡内の小学生以下のお子様と、ご家族　　
参 加 費：無料
申し込み受付：
　11月18日（月）～定員になり次第終了します。
申し込み方法：
　平日9時～17時に電話か来所のうえ先着順。
※留守電・Fax・メールなどでのお申込みはお受けできません。

申し込み申し込み
お問い合わせ

板野東部ファミリー・サポート・センター
☎088－693－3033

★バルーンショップSUN’Sによるバルーンショー
★ふぁみさぽサンタからのプレゼントもあるよ♡…

■日　　時：令和元年12月17日（火）
■受　　付：９時30分～12時30分 終了予定
■場　　所：上板町役場２階　試食室
■対　　象：上板町住民の方
■定　　員：12名　先着順
■申込期限：11月22日（金）
■参 加 費：３００円

■準 備 物：エプロン・三角巾・筆記用具
■主　　催：上板町食生活改善推進協議会
■共　　催：上板町役場福祉保健課
■お問い合わせ・申し込み：
　上板町役場　福祉保健課　☎694－6810

参加者
募集
参加者
募集
参加者
募集

生涯骨太クッキング教室
開催について

生涯骨太クッキング教室
開催について

メニュー
☆ごはん
☆サバ缶のスペイン風オムレツ
☆ひじきと大豆の煮物
☆ほうじ茶プリン
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保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

● お問い合わせ ●　　上板町役場　福祉保健課　保健師　☎６９４−６８１０

１．高齢者の予防接種について

−　インフルエンザ予防接種を受けましょう　−
　高齢者個人の発病および重症化を防ぐために、季節性インフルエンザの予防接種を下記のとおり行います。接種を
希望する方は、⑥の接種医療機関へ直接申し込んで下さい。

①　対　象　者　　１．上板町に在住している65歳以上の者。（昭和29年11月・12月及び昭和30年１月生まれの方は、
満65歳に到達した日から接種対象になります。）

　　　　　　　　２．60歳から65歳未満の者であって、心臓、じん臓、若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能障害を有するものとして厚生労働省令で定めるもの。

　　　　　　　　３．１または２に該当し、自分で接種の意思確認ができて予診票に自分で署名できる者。（自署でき
ない方は、代筆者が署名し、代筆者の氏名、住所、電話番号、被接種者との続柄を記載すること。）

②　実 施 期 間　　令和元年11月１日から令和２年１月15日（医院の診療時間）
　　　　　　　　（この期間以外にうけた方は、定期予防接種の該当にはなりません。）
③　接 種 回 数　　１回
④　持ってくるもの　　健康保険証または後期高齢者医療被保険者証（住所と年齢確認のため）

⑤　費　　　用　　自己負担額は、1,600円です。
　　　　　　　　なお、65歳以上の生活保護受給者の方は無料になりますので、⑥の接種医療機関に申し出て下さい。
⑥　町内接種医療機関（あいうえお順）

井　内　内　科　井内廣重医師　☎694−5353
井関クリニック　井関俊彦医師　☎637−6066
友　成　医　院　友成信二医師　☎694−5515
（東）野田医院　野田五朗医師　☎694−2008
（西）野田医院　野田泰弘医師　☎694−2009

①　自己負担額　　4,000円（接種費用から公費負担を除いた金額です。）
　　　　　　　　※ただし、生活保護世帯の方は町が発行する「高齢者の肺炎球菌予防接種費用免除券」を発行しま

すので、下記お問い合わせ先までお申し出ください。

②　接 種 期 限　　令和２年３月31日まで

年齢 生年月日 年齢 生年月日
65歳 昭和29年４月２日生〜昭和30年４月１日生 85歳 昭和９年４月２日生〜昭和10年４月１日生
70歳 昭和24年４月２日生〜昭和25年４月１日生 90歳 昭和４年４月２日生〜昭和５年４月１日生
75歳 昭和19年４月２日生〜昭和20年４月１日生 95歳 大正13年４月２日生〜大正14年４月１日生
80歳 昭和14年４月２日生〜昭和15年４月１日生 100歳以上 大正９年４月１日以前にお生まれの方　　　
60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方

−　高齢者の肺炎球菌予防接種はお済みですか？　−
　令和元年度助成の対象となる方には、４月に個別通知を送付しています。
　（下記に該当する方のうち、今までに肺炎球菌ワクチン接種を受けたことのない方。）
　通知を紛失した方は、福祉保健課　保健師までお問い合わせください。

※　町からの費用助成の対象となるのは、この期間中の１人１回のみです。
　　この期間に接種できなかった場合、その後の接種は任意接種（全額自己負担）となりますので、ご注意ください。

平成29年度より、広域化（上板町以外の契約医療機
関においても接種できる体制）が開始しました。
町外の契約医療機関での接種を希望される方は、上板
町役場�福祉保健課（☎694−6810）　までお問い合わ
せください。
※⑥の医療機関以外で接種を希望される方には、予診
票等を上板町役場福祉保健課窓口または郵送にてお
渡しいたします。
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保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

４．子宮頸がん検診・乳がん検診（個別検診）について

検診名 対象者 自己負担額 検診期間
（医院の診療時間内

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 1,200円 令和２年
３月31日まで乳 が ん 検 診 40歳以上の女性 1,500円

　子宮頸がん検診・乳がん検診は、２
年に１回の受診間隔で県内広域医療機
関にて検診を受けることができます。

３．「乳がん集団検診」・「骨粗しょう症検診」受診者募集について

健診項目 実施日 対象者 検診内容 自己負担金

乳 が ん 検 診
令和元年11月26日（火） 40歳以上の女性

（２年に１回） マンモグラフィー撮影 1,500円
令和元年12月５日（木）

骨粗しょう症検診 令和元年11月26日（火） 40歳以上の女性
前腕部（手首）のX線
検査により骨密度を計
測します。

500円

申 し 込 み 募集人数（それぞれ30人）に達し次第締め切ります。

●実施時間　13時30分〜16時30分　（時間予約制）
●受付場所　上板町農村環境改善センター　１階　農事研修室

申し込み先 上板町役場　福祉保健課・保健師まで　電話（☎６９４−６８１０）にて申し込みください。
＊申し込まれた方には問診票を送付します。

２．「各種集団がん検診・特定健康診査」について

健診項目 対象者 健診内容 自己負担金

胃 が ん 検 診 40歳以上 バリウム検査 １，０００円

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 便潜血検査２日法 　５００円

肺 が ん 検 診 40歳以上 胸部Ｘ線撮影 無　料
特 定 健 康 診 査

（※受診券が必要） 40歳以上 身体測定、血液検査、
尿検査、医師の診察 １，０００円

●実 施 日
　令和元年12月5日（木）
●受付時間
　８時30分〜10時
●受付場所
　上板町農村環境改善センター
　１階玄関

申し込み先 上板町役場　福祉保健課・保健師まで　電話（☎694−6810）にて申し込みください。
＊次回の検診日は令和２年１月17日（金）です。（※大腸がん検診、特定健診のみ）
＊胃がん検診・肺がん検診については、今年最後の集団がん健診です。
　健診を受けていない方は受けましょう。

※昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性の方は、特定健診と同
時に風しん抗体検査を受けることができます。（クーポン券が必要です。）
抗体検査を希望される方は、お申し込みください。

受診を希望される方は11月28日（木）までにお申し込みください。申 し 込 み

５．胃内視鏡検診（個別検診）について
　胃内視鏡検診は、2年に1回の受診間
隔で県内広域医療機関にて検診を受け
ることができます。（同一年度に胃部
エックス線検査と併用はできません。）

検診名 対象者 自己負担額 検診期間
（医院の診療時間内

胃 内 視 鏡 検 診 50歳以上の方 4,100円 令和２年
２月29日まで

子宮頸がん検診・乳がん検診（個別検診）、胃内視鏡検診（個別検診）を希望される方は、上板町役場
福祉保健課　保健師までお問い合わせ下さい。　☎６９４−６８１０
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Ⅰ　健康相談・健康教育
月／日 時　間 場　所 内　容 担　当

11/5 10：00～11：30
農村環境改
善センター 個別健康相談 保健師

12/3 10：00～11：30
農村環境改
善センター

個別健康相談・
健康教育

保健師・
理学療法士

Ⅱ　集団がん検診
月／日 時　間 受付場所 内　容 該当者

11/26 13：30～16：30
農村環境改
善センター

乳がん検診
（マンモグラフィ撮影）

金額：1,500円

40歳以上の
女性の住民
の方
募集人数

30名

11/26 13：30～16：30
農村環境改
善センター

骨粗しょう症検診
金額：500円

40歳以上の
女性の住民
の方
募集人数

30名

Ⅲ　乳幼児健康診査

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

11/6 13：00～13：20
農村環境改
善センター

問診、内科・歯科診
察、身体測定、尿検
査、発達・育児・歯
科・栄養相談

平成28年
5月1日～
平成28年
7月31日生

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

11/8 9：00～9：20
農村環境改
善センター

離乳食教室、赤ちゃ
んの成長発達・事故
予防・予防接種につ
いて

令和元年
5月25日～
令和元年
8月30日生

11月　保健行事予定表

２．のびのび子育て教室

１．３歳児健康診査

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

11/14 13：00～13：30
農村環境改
善センター

問診、身体測定、歯
科診察、フッ素塗布、
歯科・育児・栄養相
談

平成29年
3月1日～
平成29年
6月30日生

３．２歳児歯科健康診査・フッ素塗布

11
月

1 ㈮ 上板整形外科クリニック 637 − 6600
2 ㈯ み や ざ き 内 科 診 療 所 672 − 6618
3 ㈰ 増 田 ク リ ニ ッ ク 693 − 3020
4 ㈪ 杉みね整形クリニック 693 − 1021
5 ㈫ 川 原 眼 科 694 − 8388
6 ㈬ 浦 田 病 院 699 − 2921
7 ㈭ 芳 川 病 院 699 − 5355
8 ㈮ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699 − 2787
9 ㈯ 井 内 内 科 694 − 5353
10 ㈰ こうの INR クリニック 693 − 1103
11 ㈪ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699 − 3777
12 ㈫ 井 上 医 院 699 − 8070
13 ㈬ か ま だ 眼 科 678 − 8585
14 ㈭ 新 居 内 科 698 − 8808
15 ㈮ 三 木 ク リ ニ ッ ク 698 − 5157
16 ㈯ 野　 田　（ 泰 ）　 医　 院 694 − 2009
17 ㈰ 新 野 医 院 672 − 0571
18 ㈪ 有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク 698 − 8655
19 ㈫ 堀 口 整 形 外 科 698 − 5111
20 ㈬ 藤 本 ク リ ニ ッ ク 698 − 0303

■ 担当時間 ■　平日 18：00 〜 22：00　　休日 9：00 〜 22：00

11
月
21 ㈭ 越 智 内 科 胃 腸 科 698 − 3111
22 ㈮ 野　 田　（ 五 ）　 医　 院 694 − 2008
23 ㈯ 小 松 泌 尿 器 科 692 − 1277
24 ㈰ 竹 本 内 科 672 − 0174
25 ㈪ 平 野 内 科 698 − 8060
26 ㈫ 山 田 外 科 内 科 698 − 5500
27 ㈬ 吉 野 川 病 院 698 − 6111
28 ㈭ 片 山 医 院 698 − 2625
29 ㈮ 高 田 整 形 外 科 病 院 698 − 8689
30 ㈯ 友 成 医 院 694 − 5515

12
月

1 ㈰ 井 上 病 院 672 − 1185
2 ㈪ 田 根 内 科 胃 腸 科 698 − 0123
3 ㈫ い の も と 眼 科 内 科 698 − 8887
4 ㈬ 北島こどもクリニック 697 − 2221
5 ㈭ つ か さ ク リ ニ ッ ク 697 − 2323
6 ㈮ 中村耳鼻咽喉科クリニック 697 − 3213
7 ㈯ 井 関 ク リ ニ ッ ク 637 − 6066
8 ㈰ 三 愛 内 科 672 − 0176
9 ㈪ 健生きたじまクリニック 698 − 9629
10 ㈫ こ ま つ ば ら 整 形 外 科 698 − 5108

担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698 − 1234　　全日対応ですが、要確認
稲 　 次 　 病 　 院　　692 − 5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672 − 1171　　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

令和元年11・12月分
〈11/1～12/10まで〉

市外局番は（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医
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　 7 月31日から 8 月 5 日まで、町内 4 会場で住民懇談会を開催したところ、48名の方が来場され、多くのご意見・ご
要望をいただきました。
　住民懇談会は、町民の皆様に開かれた身近な行政を目指すこと、また、広くご意見・ご要望などをお聞きし、これ
からの町政に反映させるために開催しているものです。
　皆様からいただいたご意見や町からの回答のうち、主なものについてご紹介します。

懇 談 会 の 様 子

上板町住民懇談会の開催結果報告令和元年度

Ｑ１　上板町高齢者外出支援タクシー料金助成事業について、現在の申し込み状況はどの様になっているのでしょうか。
Ａ１　多くの方に申し込みをいただいております。申請した日から利用可能ですので、検討されている方はお気軽にご

相談ください。
　
Ｑ２　防犯灯を増やしてほしいのですが、その場合、どのように要望すればよいのでしょうか。
Ａ２　随時役場までご連絡ください。
　　　要望箇所について調査のうえ、状況に応じた対応を検討いたします。
　
Ｑ３　大雨により道路の一部が崩れており、直してほしいのですが。
Ａ３　ご要望いただいた箇所につきましては、現在調査を進めております。
　　　道路の不具合でお気づきの点があれば、役場までご連絡ください。
　
Ｑ４　建設予定の保健センターについて、計画の概要を教えてほしいのですが。
Ａ４　役場の西側に増設予定です。
　　　本年８月入札、９月着工、来年11～12月頃に完成の予定です。
　
Ｑ５　旧給食センター跡地などの町有地を何かに活用する予定はないのですか。
Ａ５　企業誘致などを行っておりますが、定住促進などで他にも活用できることがないか検討しております。
　
Ｑ６　プレミアム商品券事業は、どの部署で対応しているのですか。
Ａ６　福祉保健課です。該当する方には郵送でお知らせしています。
　
Ｑ７　町内に点在する防災倉庫へ非常食を備蓄していると聞いたのですが、場所によっては水害を受けるところがある

のではないでしょうか。
Ａ７　状況によっては被害を受ける可能性もあります。しかし、あらゆる被害、あらゆる地域で対応できるよう想定し

進めているところですので、現在の計画をご理解いただければと思います。
　
Ｑ８　危険な状態にある空き家について、役場は助言や指導を行っているのでしょうか。
Ａ８　「上板町空き家等の適正管理に関する条例」に基づき行っております。
　
Ｑ９　ごみのポイ捨て防止、不法投棄防止、ごみ減量化などの策を講じているのでしょうか。
Ａ９　これまでに、ごみステーションの設置や大型ごみの回収など、時代に即して対応してきました。しかし、まだま

だ改善されない部分がありますので、マナー向上のため、今後も地道に対策を続けてまいります。

皆様からいただいた主なご意見をご紹介します。
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人
生
一
〇
〇
年
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
元
気
で
長

生
き
の
コ
ツ
の
一
つ
は
運
動
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気

に
体
を
動
か
す
「
運
動
」
を
楽
し
く
で
き
る
よ
う
に
、

簡
単
な
長
寿
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

公
開
講
座
の
ご
案
内

■
と
　
き

　
令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）

　
十
一
時
～
十
二
時

■
と
こ
ろ

　
国
立
病
院
機
構
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学

校
　
第
二
教
室

■
テ
ー
マ

　｢

（
仮
）
楽
々
長
寿
体
操｣

■
講
　
師

　
看
護
学
校
教
員
　
松
田
真
澄
、
西
村
麻
紀

■
申
し
込
み
方
法

　
電
話
に
て
十
一
月
二
十
七
日
（
水
）
ま
で
受
付
し
て

い
ま
す
。

　
公
開
講
座
の
申
し
込
み
時
に
①
氏
名
②
連
絡
先
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。
　

　
な
お
、個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
適
正
に
行
い
ま
す
。

　
●
住
所

　
　
〒
七
七
九

−

〇
一
九
三

　
　
徳
島
県
板
野
郡
板
野
町
大
寺
字
大
向
北
一

−

一

　
　
☎
六
七
二

−
四
五
三
四

■
参
加
費

　
無
料

＊
ま
た
、
当
日
は
学
生
祭
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
け
れ
ば
そ
ち
ら
に
も
お
寄
り
下
さ
い
。

　
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

町
税
等
徴
収
対
策
強
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
次
の

期
間
中
に
町
長
及
び
管
理
職
等
が
滞
納
者
宅
へ
の
納
付

依
頼
・
納
付
相
談
を
す
る
た
め
の
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

　

納
付
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
町
税
・
保
険
料
・
使
用
料

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
納
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
書
が
な
く
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
納

付
書
を
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
関
係
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
実
施
期
間

　
十
一
月
十
八
日
～
二
十
五
日

■
時
　
間

　
午
後
五
時
三
十
分
～
午
後
八
時
三
十
分

■
連
絡
先

　
税
　
務
　
課
（
町
税・国
保
税・後
期
高
齢
者
保
険
料
）

　
　
☎
六
九
四

−

六
八
〇
七

　
環
境
保
全
課
（
町
営
住
宅
使
用
料・集
落
排
水
使
用
料
）

　
　
☎
六
九
四

−

六
八
一
三

　
福
祉
保
健
課
（
介
護
保
険
料
）

　
　
☎
六
九
四

−

六
八
一
〇

　
水
　
道
　
課
（
水
道
料
金
）

　
　
☎
六
九
四

−

六
八
一
七

公民館　入口

進入禁止

駐輪場

道路

道
路

役場庁舎

北

西 東

南

役
場
正
面
玄
関

役場庁舎修繕工事および
保健センター新築工事について

管
理
職
等
一
斉
徴
収

実
施
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
十
月
よ
り
役
場
庁
舎
修
繕
工
事
が
開
始
さ
れ
、
令
和
二
年
二

月
頃
よ
り
保
健
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
な
お
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
完
成
時
期
は
、
令
和
二
年
十
一
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

役
場
庁
舎
修
繕
工
事
中
は
、役
場
庁
舎
外
周
を
仮
設
足
場
で
覆
い
ま
す
。

ま
た
役
場
庁
舎
西
側
は
、
資
材
置
き
場
等
に
利
用
し
ま
す
の
で
、
一
般
車

両
・
自
転
車
の
乗
り
入
れ
は
安
全
の
た
め
に
禁
止
い
た
し
ま
す
。
二
輪
車

の
駐
輪
場
は
、
役
場
東
側
入
口
に
設
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

工
事
期
間
中
は
、
来
庁
者
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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十
一
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
四
期
）
及
び
国
民
健
康
保
険
税
（
五
期
）

の
納
付
月
で
す
。

　

納
付
期
限
は
十
二
月
二
日
（
月
曜
日
）

で
す
。

　

納
付
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
十
二
月
二
日
に
引

き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板

町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税
（
料
）

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

　

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
税
務
課

　
☎
六
九
四

−

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ

今
月
の
納
付
期
限

　
　
　
に
つ
い
て

口
座
振
替

　

１　
家
屋
調
査
の
概
要

　

町
内
に
平
成
三
十
一
年
一
月
二
日
か
ら
令
和

二
年
一
月
一
日
ま
で
に
家
屋
を
新
・
増
築
さ
れ

ま
す
と
、そ
の
家
屋
の
税
額
を
算
出
す
る
た
め
、

家
屋
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
家
屋
一
棟
ご
と
に
屋
根
や

外
壁
等
の
仕
上
げ
、
天
井
・
内
壁
・
床
等
の
内

部
の
仕
上
げ
、
建
築
設
備
の
個
数
な
ど
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
基
に
一
棟
の

評
価
額
を
積
算
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
家
屋
調
査
は
固
定

資
産
税
の
適
正
な
課
税
の
た
め
に
不
可
欠
な
も

の
で
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
職
員
が
調
査
に
伺
う
際
に
は
必
ず

二
名
以
上
で
対
応
し
て
お
り
、
職
員
は
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
に
応

じ
て
提
示
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　

２　
家
屋
調
査
の
流
れ

　

⑴　
新
増
築
家
屋
の
把
握

　

通
常
、
新
築
や
増
築
が
完
了
し
た
家
屋
に
つ

き
ま
し
て
は
、
所
有
者
の
方
が
登
記
手
続
（
表

示
登
記
）
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
登
記
が
完
了

い
た
し
ま
す
と
、
法
令
に
し
た
が
い
、
管
轄
の

法
務
局
か
ら
町
に
関
係
書
類（
登
記
済
通
知
書
）

が
届
き
ま
す
。
町
は
、
こ
の
書
類
を
基
に
新
増

築
家
屋
を
把
握
し
、調
査
の
計
画
を
立
て
ま
す
。

ま
た
、
登
記
の
な
い
家
屋
に
つ
い
て
も
、
町
内

を
巡
回
し
た
り
し
て
新
増
築
家
屋
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
登
記
し
な
い
家
屋
に
つ
い
て

は
町
税
務
課
固
定
資
産
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

　

⑵　
家
屋
調
査
の
お
手
紙
の
発
送

　

上
記
の
よ
う
に
対
象
家
屋
を
把
握
し
、
あ
る

程
度
の
件
数
を
と
り
ま
と
め
ま
し
て
、
所
有
者

の
方
に
「
家
屋
調
査
に
つ
い
て
」
の
お
手
紙
を

郵
送
い
た
し
ま
す
。

　

⑶　
調
査
日
時
の
決
定

　

調
査
は
、
令
和
元
年
十
一
月
初
旬
か
ら
令
和

二
年
一
月
中
旬
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
日
時
に

つ
い
て
は
、
お
手
紙
の
中
で
予
め
指
定
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
都
合
の
悪
い
場
合

は
、日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

税
務
課
固
定
資
産
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

⑷　
調
査
当
日
の
内
容

　

調
査
当
日
は
、
原
則
と
し
て
二
名
以
上
で
伺

い
ま
す
。

　

①
平
面
図
、
立
面
図
、
矩
計
図
、
基
礎
図
等

の
参
考
図
書
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

対
象
家
屋
の
間
取
り
と
設
備
等
を
図
面
上

で
確
認
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、そ
の
際
に
、

家
屋
に
関
す
る
諸
税
金
に
つ
い
て
ご
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

②
各
部
屋
ご
と
の
天
井
・
壁
・
床
の
仕
上
げ

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。同
時
に
、

ト
イ
レ
や
お
風
呂
等
の
建
築
設
備
の
有
無

や
個
数
を
確
認
い
た
し
ま
す
。

　

③
外
観
か
ら
屋
根
、
外
壁
、
基
礎
等
の
仕
上

げ
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
付
属
家
が

あ
れ
ば
併
せ
て
調
査
い
た
し
ま
す
。

　

※
調
査
に
要
す
る
時
間
は
、
家
屋
の
構
造
や

規
模
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
お
お
む

ね
四
十
五
分
か
ら
一
時
間
程
度
で
終
了
い

た
し
ま
す
。 

　

３　
事
前
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

調
査
当
日
に
は
、
調
査
時
間
の
短
縮
や
正
確

な
間
取
り
の
把
握
の
た
め
に
、
建
築
確
認
申
請

書
の
副
本
若
し
く
は
家
屋
の
平
面
図
、立
面
図
、

矩
計
図
、
基
礎
図
等
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
事
前

に
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

４　
取
り
壊
し
家
屋
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
一
年
一
月
二
日
か
ら
令
和
二
年
一

月
一
日
ま
で
に
、
不
動
産
登
記
を
し
て
い
な
い

家
屋
等
を
取
り
壊
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
税
務

課　

固
定
資
産
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

５　
連
絡
先

　

税
務
課

　

固
定
資
産
税
係

　
☎
六
九
四

−

六
八
〇
七　
直
通

家
屋
調
査
の
お
願
い

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　
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補助対象経費は処理機等本体の購入価格です。
運搬費や設置費等は補助対象外です。

補助金額

手続き方法などお問い合わせ　　上板町役場　環境保全課　☎694－6813

※電話予約制度を導入しました。お電話一本で予約受付致します。
※補助金の交付は１世帯につき１回限りで、生ごみ処理容器又は電気式生ごみ処理機のどちらか１台となります。
　（但し、補助金交付日から生ごみ処理容器は３年、電気式生ごみ処理機は５年、経過していればこの限りではない。）
※先着順に受け付け、補助台数に達し次第、締め切りとなりますので補助金希望の方は事前に環境保全課へ
　お問い合わせください。

①生ごみ処理容器（例：コンポスト・EM菌等使用容器）
　購入価格の２分の１以内の額で、３,０００円を限度。

②電気式生ごみ処理機（例：乾燥式・バイオ式）
　購入価格の２分の１以内の額で、２５,０００円を限度。

　生ごみの減量化及び資源化を推進するため、家庭用生ごみ処理容器等の購入に補助金制度を設けて
おりますのでご活用ください。
　詳細は、町ＨＰをご覧いただくか環境保全課へお問い合わせください。

生ごみ処理容器等でごみの減量化に取り組みませんか

　

上
板
町
に
お
い
て
、
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
新
た
に
墓
地
等
の
設
置

や
、
墓
地
等
区
域
を
拡
張
す
る
場
合
等
は
、「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
三
年
度
法
律
第
四
十
八
号
）」
及
び
、
徳
島
県
の
「
墓
地
、

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例（
平
成
十
二
年
条
例
第
十
二
号
）」に
よ
り
、

「
徳
島
保
健
所
長
」の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
を
せ
ず
、

無
許
可
で
墓
地
等
を
設
置
し
た
場
合
等
、
法
律
に
よ
り
懲
罰
を
科
せ
ら
れ
ま

す
の
で
、
関
係
機
関
と
十
分
な
相
談
・
協
議
を
行
い
、
必
要
な
指
示
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
骨
を
別
の
お
墓
等
へ
移
動
（
改
葬
）
す
る
場
合
は
、
併
せ
て
上

板
町
長
の
改
葬
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

墓
地
等
を
新
た
に
設
置
す
る
場
合

（
墓
地
等
の
経
営
許
可
）に
つ
い
て

徳島保健所　環境試験検査担当
TEL 088－602－8901　℻ 088－652－9334
上板町役場　環境保全課
TEL 694－6813　℻ 694－5903

　

自
分
の
家
の
前
に
犬
の
ふ
ん
が
放
置
さ
れ
て
い
た
ら
ど
う

思
い
ま
す
か
？
道
路･

公
園
な
ど
の
公
共
の
場
所
に
犬
の
ふ

ん
が
あ
る
と
、
不
衛
生
で
み
な
さ
ん
が
不
快
に
感
じ
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
散
歩
の
際
、
ふ
ん
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
立
ち
去

る
一
部
の
心
な
い
人
の
行
為
が
周
り
を
困
ら
せ
た
り
、
不
愉

快
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、
飼
い

犬
の
ふ
ん
を
回
収
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

上
板
町
環
境
美
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
で
は
「
犬
の
飼

い
主
等
は
、
自
ら
飼
育
し
、
又
は
保
管
す
る
犬
が
公
共
の
場

所
に
お
い
て
、
ふ
ん
を
排
泄
し
た
と
き
は
、
当
該
排
泄
物
を

適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
お
り
ま

す
。

　

犬
の
散
歩
の
際
は
、
ふ
ん
を
処
理
す
る
た
め
の
用
具
を
携

行
し
て
犬
の
ふ
ん
の
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
気
持
ち
よ
く

暮
せ
る
快
適
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
犬
を
散
歩
を
さ
せ
る

と
き
は
マ
ナ
ー
を
守
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犬のフンは
飼い主が持ち帰りましょう♥

　
上
板
町
役
場
　
環
境
保
全
課
　
☎
六
九
四

−

六
八
一
三

犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！
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漏
水
が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、
個
人
負

担
で
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
修
理
に
関
し

て
の
お
知
ら
せ

　
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
を
修
理

す
る
場
合
、
特
別
な
資
格
を
必
要

と
は
し
ま
せ
ん
。
以
下
の
例
を
参

考
に
個
人
負
担
・
個
人
責
任
で
修

理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
個
人
で
修
理
材
料
を
購
入
し
漏

水
箇
所
を
修
理
す
る
。

②
知
り
合
い
の
技
術
の
あ
る
人
に

お
願
い
し
て
直
し
て
も
ら
う
。

③
水
道
業
者
に
連
絡
し
て
修
理
し

て
も
ら
う
。

　（
水
道
業
者
に
心
当
た
り
が
な

い
場
合
は
、
上
板
町
役
場
ホ
ー

ム
ペ―

ジ
に
「
上
板
町
指
定
給

水
装
置
工
事
業
者
」
が
記
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。）

　毎
年
、
台
風
等
で
立
木
が
道
路
上
へ
倒
れ
た
り
、
張
り
出
し
た

枝
で
通
行
車
両
が
損
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
事
故
の
場
合
、
一
般
的
に
は
樹
木
所
有
者
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
、

損
害
賠
償
の
責
め
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
倒
れ
そ
う
な
樹
木
や
道
路
上
に
張

り
出
し
た
枝
は
早
め
に
伐
採
し
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　上
板
町
役
場

　水
道
課

　☎
六
九
四

－

六
八
一
七

　
次
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

水
漏
れ
が
わ
か
り
ま
す
。

①
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
ま
し
ょ
う
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を
開
け
て

メ
ー
タ
ー
を
見
ま
す
。

　
銀
色
か
赤
色
の
星
の
よ
う
な
形
の
も
の

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
を
、確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た
ら
、
宅
内

の
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

パイロット

宅
内
漏
水
の
見
つ
け
方

宅
内
漏
水
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
！

立
木
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
！

人　槽 新設
（補助限度額）

転換
（補助限度額）

５人槽 169,000 円 332,000 円

７人槽 207,000 円 414,000 円

10人槽 276,000 円 548,000 円

　
町
外
か
ら
転
入
し
、
新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
た
方
（
新
設
）、
及
び
単
独
処
理
浄
化

槽
や
汲
取
り
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
切
り
替

え
ら
れ
る
方
（
転
換
）
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
単
独
処
理
浄
化
槽
及
び
汲
取
り
槽
を
全

撤
去
し
た
場
合
、
左
記
の
と
お
り
撤
去
費
用
に
つ

い
て
も
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
「
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
」
の
向
上
を

図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

台所、風呂
洗濯などの
排水

汚れが
合併型の
８倍

合併処理
浄化槽

計 ４g

計 32g

単独処理
浄化槽

未処理のまま放流

13g

27g

13g 5g

27g

5g＋27g＝32g

４g

合併処理浄化槽

単独処理浄化槽

※数値は１人が１日に出す水質汚濁物質の量を
　ＢＯＤで表したもの。

汚れが
少ない

水洗トイレ

　
単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
取
り
槽
は
、
ト
イ
レ
の

排
水
対
策
と
し
て
有
効
で
す
が
、
台
所
、
浴
室
、

洗
面
所
等
の
排
水
を
浄
化
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
下
水
道
の
よ
う
な
大
規

模
生
活
排
水
処
理
施
設
と
比
べ
、
短
期
間
で
設
置

で
き
処
理
能
力
も
有
し
て
い
る
の
で
、
河
川
や
水

路
の
水
質
保
全
を
は
じ
め
、
快
適
な
生
活
環
境
を

実
現
す
る
た
め
の
有
効
手
段
で
す
。

　
町
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
区
域
を
除
き
、

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
浄
化
槽
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
三

年
四
月
か
ら
は
浄
化
槽
設
置
の
際
に
は
、
原
則
合

併
処
理
浄
化
槽
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
既
に
設
置
さ

れ
て
い
る
単
独
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

合併処理浄化槽の普及促進に向け、支援を強化しています。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

●撤去費補助
区　分 補助限度額

単独槽撤去 90,000 円

汲取り槽撤去 90,000 円

●合併処理浄化槽設置補助
◎
受
付
期
間

　
平
成
31
年
４
月
１
日 
〜

 

令
和
元
年
11
月
30
日

※
な
お
、補
助
予
定
基
数
に
達
し
た
場
合
は
、

受
付
期
間
の
終
了
日
前
で
も
受
付
を
締
め

切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
板
町
役
場　
環
境

保
全
課
（
☎
六
九
四

−

六
八
一
三
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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『しゃべり・あい』は学校のこと、生活の
こと、仕事のこと、様々な悩みを抱える子
ども・若者を応援する無料の子育て相談会
です。
毎月　第４土曜日の午後７時
から午後９時まで『あい』で
開催しています。

（土・日・祝日は休み）

相談窓口 連絡先

637－
　6006

9：00～
17：00

受付時間
（月～金）

相談支援センター「あい」
（ふれあいセンター2階）

★場所
上板町子ども・若者相談支援センター
『あい』　ふれあいセンター　２階
（上板町役場より西へ300メートル
　　　　　　　　　　　上板町商工会西隣）

11月23日（土）（19時～21時）
12月21日（土）（19時～21時）

★日時　　

※12月につきましては第３土曜日の開催
　になります。

子育て相談会
『しゃべり・あい』
について（ご案内）

　
『しゃべり・あい』

　

in 上板ＳＡ 上板サービスエリア下り線
　　　　　　　　　〈小雨決行〉

令和元年 12月１日（日）
10：00～15：00

●　三味線餅つき公演（11：50～12：40）　先着200個お餅配布
●　肉巻きおにぎり実演販売（阿波西高校と上板SA共同開発）
●　観光ＰＲコーナー　地域特産品の試食・販売 （藍住町、板野町、美馬市、阿波市、東みよし町）
●　パトカー・道路巡回車　乗車体験
●　ガラポン抽選会　※お1人様1回　先着200名　チラシ内の参加引換券必要

上板町　技の館 藍染め品目の
展示コーナー

開催時間13：00～13：40

開催時間
11：00～11：40

NEXCO西日本徳島高速道路事務所
☎088－641－4401
●受付時間
　8：50～17：20（土日祝のぞく）

お問い合わせ

上板中学校吹奏楽部
青空コンサート

日時

場所

主な内容

ハンカチ１枚
500円

上板町アサンスポーツクラブ
アサンダンスショー上板町　技の館
上板町アサンスポーツクラブ
アサンダンスショー

（一社）ジャパンブルー上板

藍 染 体 験
（一社）ジャパンブルー上板

藍 染 体 験

ゆるキャラ集合に
かきじぃ出演！！

まっちんぐフェスタまっちんぐフェスタ

上板中学校吹奏楽部
青空コンサート

■
日
　
時
　
十
一
月
二
十
七
日
　
水
曜
日
　
十
三
時
三
十
分
～

■
場
　
所
　
馬
道
会
館
　
☎
六
九
四

−

四
八
六
八

　
　
　
　
　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八
番
地
二

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　
　
　
　
　

十
一
月
二
十
二
日
　金
曜
日
　
午
後
五
時
ま
で

■
材
料
代
　
二
、〇
〇
〇
円

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
付
け
に
う
っ
て

つ
け
の
ア
イ
テ
ム
。

ツ
リ
ー
の
よ
う
に
場
所
も
と
ら
ず
、
眺
め
て
楽
し
め
ま
す
。

手
作
り
リ
ー
ス
に
挑
戦
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
教
室
の

参
加
者
募
集

■
実
施
日
　
令
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
〜
十
二
時

　
　
　
　
　
受
付
　
九
時
～

■
場
　
所
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

■
種
　
目
　
上
体
お
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
跳
び
・

　
　
　
　
　
開
眼
片
足
立
ち
　
等

■
対
象
者
　
会
員
、
上
板
町
民

■
参
加
費
　
一
〇
〇
円
（
会
員
は
無
料
）

■
持
ち
物
　
上
靴
、
タ
オ
ル

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　
　
　
　
　
十
一
月
十
六
日
（
土
）
十
八
時
迄

上
板
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
六
七
九

−

七
七
八
八
（
十
三
時
～
二
十
時
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験

新
体
力
テ
ス
ト
と

上
板
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

参加者
募集
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『しゃべり・あい』は学校のこと、生活の
こと、仕事のこと、様々な悩みを抱える子
ども・若者を応援する無料の子育て相談会
です。
毎月　第４土曜日の午後７時
から午後９時まで『あい』で
開催しています。

（土・日・祝日は休み）

相談窓口 連絡先

637－
　6006

9：00～
17：00

受付時間
（月～金）

相談支援センター「あい」
（ふれあいセンター2階）

★場所
上板町子ども・若者相談支援センター
『あい』　ふれあいセンター　２階
（上板町役場より西へ300メートル
　　　　　　　　　　　上板町商工会西隣）

11月23日（土）（19時～21時）
12月21日（土）（19時～21時）

★日時　　

※12月につきましては第３土曜日の開催
　になります。

子育て相談会
『しゃべり・あい』
について（ご案内）

　
『しゃべり・あい』

　

　

馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
生

活
に
密
接
し
た
各
種
保
険
相
談

を
開
催
し
ま
す
。

　

疑
問
や
不
安
を
か
か
え
て
い

る
か
た
、
老
後
の
生
活
設
計
に

悩
ん
で
い
る
か
た
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

・
年
　
　
　
金

・
健
康
保
険

・
失
業
保
険

・
労
災
保
険

・
交
通
事
故

・
生
命
保
険

・
住
宅
ロ
ー
ン

■
日
時
　
十
一
月
二
十
六
日
　
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
場
所
　
馬
道
会
館
　
☎
六
九
四

−

四
八
六
八

　
　
　
　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八

−
二

　

相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
保
険
相
談

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
本
人
の
判
断
能
力
が

不
十
分
な
場
合
に
、
本
人
を
法
律
的
に
保
護
し
、

支
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
十
二
月
三
日
（
火
）　
午
後
一
時
～
三
時

　
※
偶
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
場
　
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館
（
上
板
町
役
場
二
階
）

　
第
一
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
徳
島
県
支
部
徳
島
県
行
政
書
士
会
内

　
　
☎ 

〇
八
八

−

六
七
九

−

四
四
四
〇

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政
機
関
に

あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 一

日
行
政
相
談
所

開
設
予
定
日

■
開
設
日

　
十
一
月
二
十
日
（
水
）

■
開
設
時
間

　
午
後
一
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
午
後
三
時
三
十
分

■
開
設
場
所

　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

上
板
町
で
は
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を

う
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
、
皆
様
の
人

権
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
り
、
法

務
局
と
連
携
し
な
が
ら
人
権
を
守
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
十
一
月
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
開
催
日
時

　
十
一
月
二
十
日（
水
）

　
午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
四
時

■
開
催
場
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館
・
第
一
会
議
室

　（
役
場
二
階
）

人
権
相
談

　

お
金
儲
け
に
関
す
る
契
約
に
お
い
て
、「
お
金
が
支
払
え
な
い
」
と
断
っ

て
い
る
消
費
者
に
対
し
て
、
儲
か
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
の
に
「
借

金
は
す
ぐ
に
返
済
で
き
る
」
と
説
明
し
た
り
、
ウ
ソ
の
借
り
入
れ
理
由
で

借
金
を
す
る
よ
う
仕
向
け
る
な
ど
し
て
借
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
さ
せ

て
強
引
に
契
約
を
結
ば
せ
る
手
口
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
主
な
相
談
事
例
】

①
お
金
を
借
り
る
よ
う
脅
さ
れ
て
投
資
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。

②
お
金
が
な
い
と
断
っ
た
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
れ
ば
支
払
え
る
と
押
し
切
ら

れ
、
エ
ス
テ
や
化
粧
品
購
入
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。

③
借
金
し
て
で
も
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
、情
報
商
材（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
販
売
さ
れ
て
い
る
お
金
稼
ぎ
等
に
関
す
る
情
報
）
の
購
入
契
約
を

さ
せ
ら
れ
た
。

④
業
者
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
で
着
物
や
帯
の
購
入
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

■
簡
単
に
儲
か
る
よ
う
な
甘
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ウ
ソ
の
理
由
で
借
金
を
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
も
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
強
引
な
勧
誘
を
受
け
た
と
し
て
も「
お
金
が
な
い
」と
い
う
断
り
方
で
な
く
、

望
ま
な
い
契
約
な
ら
「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
そ
う
な
場
合
は
、
相
手
に
返
答

す
る
前
に
ま
ず
下
記
相
談
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

借
金
さ
せ
て
強
引
に
契
約
を
迫
る
手
口
に
注
意
！

◆消費生活に関するご相談は
　上板町消費生活相談窓口へ
　☎ 694 − 6816　秘密厳守・相談無料
　受付　平日９時〜16時30分（土・日・祝・年末年始を除く）

上板町消費生活相談窓口
からのお知らせ

上板町消費生活相談窓口
からのお知らせ
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「技の館×　ＫＩＮＯＦコラボ発表会及び記念講演」
の開催について（ご案内）

　この度、上板町とジャパンブルー上板は、徳島県が認定をす
る「徳島発！輝くむらのたから」の認定事業に申請し、『藍の「す
くも」と「和三盆糖」づくりを受け継ぐ里』として認定を受け
ました。
　この認定を受けたことで、県及び各方面機関が、徳島におけ
る上板町の「むらのたから」として全国に紹介していただける
ことと思います。
　私たちは、上板町で行われている伝統的な染料づくりや和三
盆糖づくりを大切に守り、伝承していくことは、地域の誇りを
継承することであると考えています。
　今後、広報や伝統文化の継承に努力していきたいと思います。

　このたび、上勝町の間伐材を使用した自然に還る素材を体験品目として追加した事に伴い、発表会及び記念講演
を開催します。講師は、「上勝町の葉っぱビジネス仕掛け人」の株式会社いろどり代表取締役 横石社長を予定してお
りますので、ご参加いただけますようお願い申し上げます。

講師 : 株式会社いろどり　代表取締役社長　横 石 知 二さん

■最終学歴　1979年3月　徳島県農業大学校 卒業 
■同年4月　　　　上勝町農業協同組合へ営農指導員として入社 
■1981年以降　　16年連続して農産物の売り上げを伸ばす 
■1986年　　　　彩を開発し、1991年特産品開発室長に就任。
　　　　　　　　　山の資源を生かした商品開発で全国的な注目を浴びる 
■1996年4月　　上勝町に産業課　課長補佐として転籍。
　　　　　　　　　株式会社いろどりの設立に向け、彩をはじめ特産品の企画販売を行う。 
■1996年　　　　同年高齢者が使える情報ネットワークシステムを開発。 
■2002年4月　　役場を退職派遣で株式会社いろどりの取締役。
■2005年4月　　放送の奇跡体験アンビリーバボーでは過疎と高齢化に悩む町を再生させた再現ドラマが放送された。 
■2005年5月　　代表取締役副社長に就任。 
■2007年7月　　「News Week（日本版）」世界を変える社会起業家100人に選出される。 
■2009年5月　　代表取締役社長に就任。 
■2014年6月　　徳島新聞賞　第50回記念賞受賞 
■2014年6月　　徳島県表彰　受賞 

代表取締役社長　　横　石　知　二
よこ いし とも じ略歴紹介 株式会社いろどり

令和元年11月19日（火）　

上板町　技の館　第２研修室（２階）
「価値を売る!!」まだまだ諦めたらあかんでよ。。。
情報と仕組みづくりが儲かる決め手になる。

参加をご希望の方は、11月15日（金）
までに、お申込みください。

日時

場所

演題 申し込み先
上板町　産業課　☎ 694－6806
　　　　技の館　☎ 637－6555

「むらの宝」に　上板町・（一社）ジャパンブルー上板
が　認定を受けました。
「むらの宝」に　上板町・（一社）ジャパンブルー上板
が　認定を受けました。

「技の館×　ＫＩＮＯＦコラボ発表会及び記念講演」
の開催について（ご案内）

午後６時30分～（発表会）
午後７時～　　　（講演）
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TEL 694－7766　FAX 694－7767
Mail:ai@necchu-kamiita.com　https://jblue-kamiita.com/

一般社団法人ジャパンブルー上板
〒771－1310 徳島県板野郡上板町泉谷字原東32－4

お問い合わせ

第４回藍マルシェを開催いたします！！

　上板町技の館の東隣に新しく出来た「上板熱
中広場　わらあい市」が10月６日（日）に無事
にオープンしました。ご来場いただいた皆さま、
ありがとうございました。
　オープンを記念したテープカットには、松田
上板町長と坂東副町長が来てくれました。
　ピザ焼き体験・リース作りのワークショップ、
吹き矢や竹のパチンコ体験、新鮮野菜の販売な
ど、お子さまから大人の方まで一緒に楽しめるお店
が並びました。
　またこの日は、熱中小学校の生徒さんによる演奏
会も行われ、明るいオープン日となりました。
　今後も、毎月第一日曜日に開催予定です。
　次回は、11月３日（日）10時～15時の開催です。

　11月10日（日）に上板町技の館にて「第４回藍マルシェ」を開催いたします。
　上板町は、藍染の染料「すくも」の生産が日本一の町です。
　そんな上板町だからできる藍マルシェを今回も開催いたします。
　藍染め体験はもちろん、藍染作家さんによる藍染め製品や藍小物製
品の販売、藍を知ってもらうパネル展示など、ここに来れば藍につい
て身近に感じることが出来てもっと好きになること間違いなし！
　その他、藍以外にもかわいい小物販売や各種ワークショップ体験、
整体、占い、フリーマーケットなどたくさんのお店が出店してます。スー
パーボールやヨーヨーすくいなどの子ども縁日もあります♪
　フードコーナーも、亀井製麺所のもち麦うどん、Un chaton の焼き
たてパン、ボンボニエールさんのクレープなど・・・の上板町自慢の
お店が出店！他にも阿波食ミュージアムの新鮮野菜や、ラーメン・唐
揚げ・そば米と美味しい食べ物をたくさん用意してお待ちしています。
　技の館ＰＲ大使に任命された徳島県出身アーティストHighT さんら４組による藍ステージも♪
　また、前回大好評だったお菓子投げ（無料）も実施します。
（11：30～、14：30～の２回開催）
　14：30の回は、お餅つき＆餅投げも同時に開催します。
　ご家族みんなで是非お越しください。

▲ わらあい市テープカット様子

▲ 前回の様子

毎月第一日曜日
開催予定

次回　11月３日（日）
10時～15時

とき
11月10日（日）
10時～16時

ご家族で是非、遊びにきてください。お待ちしています。

上板熱中広場　～わらあい市～　がオープンしました。

技の館

ストローベイルハウス 古民家

わらあい市（11/3）

藍マルシェ（11/10）

古民家
駐車場

駐車場
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『あったらいいな♪こんな献立コンテスト』『あったらいいな♪こんな献立コンテスト』を実施しました！を実施しました！

優
秀
賞

上
板
中
学
校
　
２
年

上
板
中
学
校
　
２
年

上
板
中
学
校
　
２
年

上
板
中
学
校
　
２
年

上
板
中
学
校
　
２
年

神
宅
小
学
校
　
４
年

神
宅
小
学
校
　
５
年

神
宅
小
学
校
　
５
年

神
宅
小
学
校
　
６
年

神
宅
小
学
校
　
６
年

東
光
小
学
校
　
５
年

松
島
小
学
校
　
４
年

高
志
小
学
校
　
２
年

高
志
小
学
校
　
５
年

高
志
小
学
校
　
５
年

高
志
小
学
校
　
６
年

高
志
小
学
校
　
６
年

高
志
小
学
校
　
６
年

高
志
小
学
校
　
６
年

乃
　
一
　
る
う
く

長
　
原
　
花
　
恋

大
　
森
　
愛
　
莉

多
　
田
　
真
　
頼

松
　
木
　
亜
　
弥

小
　
谷
　
優
　
維

突
　
當
　
雅
　
斗

三
　
木
　
　
　
蓮

稲
　
井
　
里
　
桜

川
　
田
　
侑
　
輝

高
江
洲
　
凛
之
介

野
　
田
　
陸
　
斗

板
　
東
　
弘
　
奈

乾
　
　
　
雪
　
乃

森
　
　
　
光
　
希

井
　
上
　
裕
　
太

高
　
田
　
庵
　
司

多
　
田
　
結
衣
菜

森
　
　
　
　
　
茜

　
上
板
町
学
校
食
育
推
進
委
員
会
で
は
、
町

内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
給
食
で
食
べ
た
い
・

給
食
で
み
ん
な
に
食
べ
て
欲
し
い
献
立
を
募

集
し
ま
し
た
。

　
総
勢
二
〇
二
名
の
方
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、

身
近
な
野
菜
な
ど
地
場
産
物
を
使
っ
た
献
立

や
味
付
け
、
野
菜
の
取
り
入
れ
方
に
工
夫
を

凝
ら
さ
れ
た
も
の
等
、
実
際
に
給
食
で
取
り

入
れ
た
い
献
立
を
応
募
し
て
く
れ
た
一
九
名

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
献
立
の
中
か
ら
、
実

際
に
調
理
可
能
な
献
立
に
つ
い
て
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
給
食
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　九
月
二
十
一
日
〜
九
月
三
十
日

は
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
で

し
た
。
上
板
町
で
は
、
朝
の
街
頭

立
哨
、
通
学
路
を
中
心
と
し
た
道

路
の
施
設
点
検
、
ま
た
啓
発
グ
ッ

ズ
の
配
布
等
を
行
い
ま
し
た
。
交

通
安
全
運
動
期
間
の
み
な
ら
ず
、

日
頃
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

秋の交通安全運動秋の交通安全運動 さくら保育所

お い も 掘 りお い も 掘 りお い も 掘 り
　十
月
十
八
日（
金
）に
三
歳
児
の
み

ん
な
で
お
い
も
掘
り
を
し
ま
し
た
。

　上
板
中
学
校
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
に
も
お
手
伝
い
し
て
も
ら
い
、

た
く
さ
ん
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
で
き

ま
し
た
。

　サ
ツ
マ
イ
モ
は
三
時
の
お
や
つ
に

み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

上
板
町
民
の
方
も
利
用
可
能
で
す
。

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

■
お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

　
☎
〇
八
八

－

六
七
二

－

五
八
八
八

●
九
月
は
、
延
べ
二
八
八
人
に

　

一
、三
五
三
冊
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。 ■ の日は休館日です。

開館時間　午前10時〜午後6時

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

⓫
月
カ
レ
ン
ダ
ー

食育

9月
令和元年

お
誕
生

お
め
で
と
う

中
妻
　裕
統
・
徳
子

女
の
子
　由
香
理
（
ゆ
か
り
）

西
　分

美
馬
　寛
司
・
佳
奈
子

男
の
子
　颯
佑
（
そ
う
す
け
）

七
　條

前
田
　雅
徳
・
阿
由
美

女
の
子
　穂
香
（
ほ
の
か
）

西
　分
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■
発

行
と

編
集

／
徳

島
県

板
野

郡
上

板
町

役
場

　
上

板
町

広
報

編
集

委
員

会
　
☎

088 −
694 −

6824 　
令

和
元

年
11月

１
日

発
行

　
　

　
印

刷
／（

協
）徳

島
印

刷
セ

ン
タ

ー


